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『
少
年
裁
判
所
法
第
一
〇
五
条
に
よ
る

年
長
少
年
の
刑
法
的
処
遇
』
　
一
九
六
六
年

　
一
．
い
わ
ゆ
る
年
長
少
年
の
処
遇
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
の
問
題
を
め
ぐ
つ

て
．
我
が
国
の
み
な
ら
ず
多
く
の
文
化
国
家
で
さ
ま
ざ
ま
の
議
論
が
対
立
し
て

い
る
。
殊
に
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
後
に
少
年
法
制
が
大
幅
に
改
正
さ

れ
、
か
つ
て
の
少
年
審
判
所
を
中
心
と
し
た
機
構
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
少
年
裁

判
所
制
度
に
範
を
と
つ
た
家
庭
裁
判
所
を
中
心
と
す
る
少
年
審
判
制
度
に
切
り

換
え
ら
れ
、
事
件
処
理
の
イ
ニ
シ
ァ
チ
ブ
が
行
政
機
関
た
る
検
察
官
か
ら
司
法

機
関
た
る
家
庭
裁
判
所
に
移
行
し
、
少
年
法
適
用
の
対
象
少
年
が
一
八
歳
未
満

か
ら
二
〇
歳
未
満
に
引
き
あ
げ
ら
れ
て
今
日
に
至
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情

が
、
少
年
に
対
す
る
処
遇
を
い
か
に
す
べ
き
か
を
め
ぐ
る
論
争
の
底
流
を
な
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
　
（
一
二
九
六
）

　
西
独
で
は
、
こ
の
種
の
権
限
を
め
ぐ
る
争
い
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
一
ハ

歳
以
上
一
二
歳
未
満
の
年
長
少
年
に
対
す
る
処
遇
は
、
少
年
裁
判
所
法
の
実
体

規
定
を
第
一
次
的
に
考
え
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
刑
法
の
そ
れ
に
よ
る
べ
き
か

に
つ
い
て
、
争
わ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
刑
法
の
実
体
規
定
の
う
ち
で
も
、
各
則

の
構
成
要
件
は
少
年
事
件
の
判
断
に
お
い
て
も
基
準
と
な
り
、
少
年
事
件
の
罪

名
に
は
我
が
国
と
同
様
に
刑
法
各
則
が
用
い
ら
れ
て
居
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
問
題
な
い
。
要
す
る
に
、
西
独
の
争
点
は
、
そ
の
法
律
効
果
を
中
心
と
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
少
年
の
特
性
を
考
慮
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
少
年
刑
、
そ

の
他
の
保
安
・
改
善
処
分
、
保
護
観
察
等
を
年
長
少
年
に
も
拡
大
し
て
適
用
す

べ
き
か
、
特
に
、
こ
れ
ら
の
措
置
の
適
用
を
原
則
と
す
べ
き
か
、
つ
ま
り
、
年

長
少
年
を
原
則
と
し
て
少
年
と
し
て
扱
い
．
ま
ず
少
年
刑
等
を
考
慮
す
べ
き
で

あ
つ
て
、
特
に
重
大
な
事
例
の
場
合
に
限
り
一
般
刑
法
を
適
用
す
る
と
す
べ
き

か
、
そ
れ
と
も
原
則
は
あ
く
ま
で
も
成
人
扱
い
と
し
、
例
外
的
な
場
合
に
「
少
年
」

の
扱
い
を
認
め
、
こ
の
場
合
に
少
年
刑
等
を
用
い
れ
ば
よ
い
と
す
る
か
の
見
解

に
分
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
若
年
者
刑
法
と
い
う
少
年
と
成
人
の
い
ず
れ
と

も
違
つ
た
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
中
心
と
し
た
法
制
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
見
解
も
あ
る
が
、
ま
だ
現
実
性
の
あ
る
提
案
に
固
ま
つ
て
い
な
い
。

　
手
続
的
に
は
、
年
長
少
年
も
少
年
裁
判
所
法
に
従
つ
て
、
少
年
裁
判
所
で
裁

判
を
受
け
、
た
だ
若
干
、
少
年
に
対
す
る
手
続
よ
り
も
厳
し
く
な
つ
て
い
る
点

に
相
違
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
さ
て
、
西
独
の
年
長
少
年
法
制
に
は
、
こ
れ
を
沿
革
的
に
み
る
と
一
九
二

年
の
グ
リ
ム
論
文
、
一
九
二
四
年
の
第
六
回
ド
イ
ッ
少
年
裁
判
所
会
議
の
決
議
、

そ
の
思
想
の
推
進
者
で
あ
つ
た
フ
ラ
γ
ケ
の
一
九
二
八
年
の
論
文
等
、
一
連
の



動
き
が
あ
る
　
（
詳
し
く
は
、
宮
沢
・
西
独
に
お
け
る
年
長
少
年
法
制
の
問
題

点
、
家
裁
月
報
一
七
巻
五
号
一
七
頁
以
下
）
。
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ナ

チ
ス
政
権
下
の
時
代
を
除
き
、
戦
前
の
ド
イ
ッ
で
は
こ
の
少
年
裁
判
所
会
議
を

中
心
と
し
た
人
々
が
中
心
と
な
つ
て
年
長
少
年
法
制
を
少
年
法
の
理
想
に
従
つ

て
推
進
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
．
こ
の
会
議
に
は
、
少
年
係
裁
判
官
の

み
な
ら
ず
、
少
年
係
警
察
・
少
年
係
検
察
官
、
そ
の
他
、
少
年
事
件
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
が
参
加
し
て
い
た
。

　
第
二
次
大
戦
後
、
ボ
ン
政
府
の
司
法
省
を
中
心
と
し
て
、
少
年
法
改
正
が
一

九
四
九
年
に
着
手
さ
れ
、
一
九
五
〇
年
に
バ
ー
ト
・
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
に
お
け

る
第
八
回
ド
イ
ッ
少
年
裁
判
所
会
議
で
ほ
ぽ
改
正
の
大
綱
が
ま
と
め
ら
れ
た
．

少
年
事
件
の
専
門
家
達
は
、
改
正
運
動
の
伝
統
に
従
い
少
年
事
件
と
し
て
年
長

少
年
を
扱
う
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
実
務
上
、
事
件
を
担
当
し
て
い
な
い

各
部
門
の
長
老
、
各
州
の
裁
判
所
・
検
察
庁
の
長
達
の
反
対
に
よ
つ
て
、
年
長

少
年
を
原
則
と
し
て
成
人
と
し
て
扱
う
と
い
う
線
に
と
ど
ま
つ
た
。
全
犯
罪
に

対
す
る
年
長
少
年
の
占
め
る
割
合
、
そ
の
行
為
の
重
大
さ
を
考
え
る
と
き
、
少

年
裁
判
所
法
の
も
つ
制
裁
手
段
で
は
軽
す
ぎ
、
刑
事
政
策
的
に
み
て
不
充
分
で

あ
る
と
い
う
の
が
反
対
の
大
き
な
理
由
で
あ
つ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
対
立
し
た
考
え
方
の
妥
協
の
所
産
で
あ
る
か
ら
、
第
一
〇
五
条

に
は
誕
生
の
と
き
か
ら
、
各
種
の
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
。
特

に
、
具
体
的
な
事
件
に
お
い
て
最
も
重
大
な
問
題
、
つ
ま
り
、
当
該
年
長
少
年

に
関
す
る
成
熟
度
に
つ
い
て
の
判
断
が
、
一
切
、
裁
判
官
の
認
定
に
委
ね
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　
二
、
本
書
は
、
一
九
五
四
年
か
ら
五
八
年
ま
で
、
ド
ゥ
イ
ス
ブ
ル
ク
地
方
裁

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

判
所
で
有
罪
判
決
を
う
け
た
二
八
八
名
の
年
長
少
年
事
件
に
つ
き
、
記
録
に
基

づ
い
て
分
析
し
、
少
年
裁
判
所
法
第
一
〇
五
条
の
問
題
点
を
具
体
的
に
究
明
し

た
も
の
で
あ
つ
て
、
さ
き
に
発
表
さ
れ
た
ア
イ
ク
マ
イ
ヤ
ー
の
著
書
　
（
出
簿
無

国
爵
窮
亀
Φ
5
9
Φ
警
蚕
呼
Φ
。
算
一
酵
Φ
切
魯
導
9
暮
鮫
α
霞
団
霞
導
≦
霧
募
Φ
且
窪

鋸
9
伽
一
8
号
の
弩
o
Q
睾
島
霞
帥
。
騨
超
霧
9
困
鉾
ご
9
）
と
と
も
に
、
現
行
法
の

欠
陥
を
事
実
に
よ
つ
て
鋭
く
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
ク
マ
イ
ヤ
ー
の
研

究
は
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
区
裁
判
所
に
お
い
て
、
一
九
五
八
年
に
下
さ
れ
た

九
二
五
の
判
決
を
材
料
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
つ
て
、
同
裁
判
所
内
の
数
人

の
裁
判
官
に
つ
い
て
少
年
刑
法
の
適
用
率
を
比
較
す
る
等
の
特
色
あ
る
成
果
を

発
表
し
て
い
る
。
年
長
少
年
法
制
の
ご
と
き
、
理
論
的
に
は
き
め
手
を
か
く
制

度
論
に
対
し
、
こ
の
種
の
実
際
的
な
研
究
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
大
へ
ん
望
ま

し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
両
著
は
、
ボ
ン
大
学
の
H
・
v
・
ウ
ェ
ー
バ
i
教
授

と
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ガ
i
教
授
と
が
共
同
し
て
編
集
し

て
い
る
犯
罪
学
研
究
叢
書
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
著
者
に
つ
い
て
、
私
は
詳
し
い
こ
と
を
知
ら
な
い
が
、
多
分
、
H
・
v
・
ウ

ェ
ー
バ
i
教
授
の
指
導
を
受
け
た
司
法
官
で
あ
ろ
う
。
ア
イ
ク
マ
イ
ヤ
ー
の
著

書
に
は
、
比
較
的
詳
細
に
少
年
裁
判
所
法
改
正
の
動
き
の
説
明
が
あ
る
が
、
本

書
で
は
重
複
を
避
け
た
た
め
か
省
略
さ
れ
て
い
る
。
又
、
ア
イ
ク
マ
イ
ヤ
ー
の

著
書
で
は
第
一
〇
五
条
の
規
定
に
対
す
る
批
判
の
多
く
が
紹
介
さ
れ
て
居
る

が
、
こ
れ
も
本
書
で
は
殆
ん
ど
割
愛
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
マ
イ
ク
マ
イ
ヤ

：
と
同
様
に
、
事
件
の
性
質
、
裁
判
官
の
個
性
、
裁
判
所
の
所
在
地
の
相
違
に

よ
つ
て
、
少
年
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
ケ
ー
ス
の
数
が
著
る
し
く
相
違
す
る
と

い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
・
ー
マ
ー
は
さ
ら
に
、
事
件
を
分
析
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
（
一
二
九
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

年
長
少
年
の
個
人
的
事
情
（
年
齢
、
性
別
、
健
康
、
精
神
的
発
育
、
職
業
等
）

に
よ
り
、
少
年
法
の
適
用
率
が
い
か
に
相
違
す
る
か
、
罪
種
に
よ
つ
て
ど
の
よ

う
な
差
異
が
あ
る
か
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。

　
こ
の
両
著
に
よ
つ
て
、
第
一
〇
五
条
は
欠
陥
を
露
呈
し
て
い
る
こ
と
が
、
ま

す
ま
す
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
つ
て
、
一
九
六
二
年
の
少
年
裁

判
所
法
改
正
覚
え
書
の
線
で
の
改
正
の
気
運
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
（
そ
の
点
に
つ
い
て
、
宮
沢
・
西
独
に
お
け
る
年
長
少
年
法
制
改

正
の
動
向
、
家
裁
月
報
第
一
八
巻
六
号
五
九
頁
以
下
参
照
）
。

　
三
、
本
書
に
よ
つ
て
、
次
の
ご
と
き
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
え
よ

う
。
即
ち
．
少
年
刑
法
の
適
用
率
が
こ
こ
数
年
間
次
第
に
高
く
な
つ
て
い
る
こ

と
、
少
年
裁
判
所
法
一
〇
五
条
第
二
項
の
「
少
年
非
行
」
の
規
定
の
適
用
が
著

し
く
少
い
こ
と
（
年
長
少
年
の
行
為
を
＜
①
琉
魯
冒
轟
と
し
て
評
価
す
る
こ
と

は
、
事
件
の
性
質
上
余
り
多
く
は
な
い
。
行
為
の
事
情
や
性
質
上
犯
罪
行
為
で

あ
る
と
み
ら
れ
る
も
の
の
、
犯
行
時
に
そ
の
人
格
に
遅
滞
が
認
め
ら
れ
る
と
す

る
事
実
が
多
い
。
従
つ
て
、
第
一
項
で
処
理
さ
れ
る
場
合
の
方
が
多
い
わ
け
で

あ
る
）
、
ア
イ
ク
マ
イ
ヤ
ー
の
指
摘
し
た
と
全
く
同
様
に
、
重
大
な
犯
罪
で
あ
れ

ぽ
あ
る
程
、
少
年
刑
法
の
適
用
率
は
高
い
（
ア
イ
ク
マ
イ
ヤ
：
の
あ
げ
た
数
字

よ
り
も
、
ロ
ー
マ
ー
の
調
査
し
た
事
例
の
方
が
三
〇
％
も
上
廻
つ
て
い
る
が
、

前
者
で
は
区
裁
判
所
の
事
例
で
あ
る
関
係
上
、
中
程
度
以
下
の
犯
罪
が
多
い
の

に
対
し
、
ロ
ー
マ
ー
の
研
究
は
地
裁
の
少
年
部
で
扱
つ
た
事
件
に
基
づ
く
関
係

上
、
重
大
な
犯
罪
が
多
く
、
従
つ
て
少
年
刑
法
適
用
率
が
高
い
の
で
あ
る
）
．

　
少
年
裁
判
所
法
第
一
〇
五
条
に
よ
る
年
長
少
年
の
行
為
に
対
す
る
評
価
が
恣

意
的
で
あ
り
、
統
一
的
な
基
準
の
確
立
し
て
い
な
い
問
題
に
対
し
裁
判
官
の
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
　
（
助
二
九
八
）

断
が
動
揺
し
て
い
る
こ
と
を
本
書
は
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ア
イ
ク
マ
イ
ヤ
ー
の
研
究
で
は
、
同
一
裁
判
所
内
で
も
裁
判
官

の
個
性
に
よ
つ
て
少
年
刑
法
適
用
率
に
著
し
い
差
異
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
た
が
、
・
ー
マ
ー
は
、
自
分
の
用
い
た
資
料
、
主
と
し
て
裁
判
記
録
で
は

裁
判
官
ご
と
の
適
用
率
調
査
は
不
可
能
で
あ
つ
た
と
告
白
し
て
い
る
。
又
、
ア

イ
ク
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
と
、
事
件
が
重
大
な
場
合
、
裁
判
官
は
「
成
熟
性
の
判

断
」
を
鑑
定
人
に
依
頼
し
、
鑑
定
人
は
科
学
的
に
、
慎
重
に
年
長
少
年
を
調
査

し
、
成
熟
さ
を
否
定
す
る
か
ら
、
重
大
犯
罪
に
は
少
年
刑
法
適
用
率
が
高
く
、

比
較
的
軽
い
事
件
は
裁
判
官
が
自
分
で
判
断
し
、
簡
単
に
「
成
熟
性
」
を
認
め

る
か
ら
成
人
刑
法
を
適
用
す
る
率
が
高
い
。
そ
の
結
果
、
立
法
者
の
意
図
と
は

違
つ
た
運
用
の
実
態
が
見
ら
れ
る
、
と
す
る
。
し
か
し
、
ロ
ー
マ
ー
の
調
査
資

料
で
は
、
全
体
の
わ
ず
か
一
〇
％
の
み
が
、
医
師
の
鑑
定
を
経
て
居
り
、
鑑
定

人
の
手
を
か
り
る
の
は
、
中
程
度
以
下
の
事
件
の
み
な
ら
ず
、
重
大
犯
罪
に
お

い
て
も
例
外
で
あ
り
、
少
年
刑
法
を
適
用
す
る
か
否
か
の
岐
路
を
決
定
す
る
の

は
、
む
し
ろ
少
年
審
判
補
助
機
関
の
意
見
に
よ
る
、
と
い
う
。
し
か
し
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
判
決
に
は
第
一
〇
五
条
の
文
言
を
た
だ
掲
げ
る
だ
け
で
、
別
段

の
理
由
づ
け
を
す
る
こ
と
な
く
す
ま
せ
る
例
が
多
い
（
約
三
分
の
一
以
上
あ
る
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
少
年
法
の
法
律
効
果
（
制
裁
手
段
）
の
う
ち
、
年
長
少
年
に
適
用
さ
れ
る
こ

と
が
少
い
の
は
、
教
育
処
分
で
あ
る
．
余
程
、
軽
微
な
事
件
で
な
け
れ
ぽ
、
こ

の
処
分
は
年
長
少
年
に
適
切
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。

　
懲
戒
処
分
は
全
少
年
刑
法
適
用
事
例
中
、
二
六
％
に
つ
き
用
い
ら
れ
て
い
る

が
、
訓
戒
と
義
務
の
賦
課
は
警
告
と
し
て
軽
す
ぎ
る
た
め
か
、
非
常
に
少
し
し



か
適
用
さ
れ
な
い
。
少
年
拘
禁
は
一
七
％
に
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、
年
長
少
年
に
と
つ
て
も
適
切
な
処
分
と
考
え
ら
れ
、
殊
に
、
中

程
度
の
事
犯
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
最
も
多
用
さ
れ
て
い
る
の
が
少
年
刑
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

興
味
あ
る
こ
と
は
、
不
定
期
刑
を
言
い
渡
す
例
が
少
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
．

こ
れ
は
、
ア
イ
ク
マ
イ
ヤ
ー
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
の
と
は
全
く
逆
の
結
論
で

あ
る
。
少
年
裁
判
所
法
は
少
年
不
定
期
刑
が
効
果
的
な
制
度
で
あ
る
と
の
考
え

方
を
基
礎
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
・
ー
マ
ー
の
調
査
資
料
で
は
予

想
に
反
し
た
結
果
に
な
つ
て
い
る
。
彼
が
調
査
し
た
地
方
裁
判
所
裁
判
官
の
中

に
、
不
定
期
刑
の
効
果
を
疑
う
強
い
意
見
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
成
人
刑
法
を
適
用
す
る
事
例
で
は
、
大
多
数
が
禁
鋼
刑
を
言
い
渡
さ
れ
て
い

る
．
又
、
自
由
刑
の
執
行
場
所
と
し
て
は
．
少
年
刑
の
八
一
・
六
％
が
少
年
刑

務
所
、
禁
鋼
刑
の
八
四
・
六
％
が
成
人
刑
務
所
で
執
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
四
、
年
長
少
年
に
対
し
、
少
年
刑
法
を
適
用
す
る
か
否
か
は
、
当
該
少
年
に

未
成
熟
の
特
徴
が
あ
る
か
否
か
の
判
断
い
か
ん
に
よ
る
。
ロ
ー
マ
ー
の
調
査
し

た
判
例
で
、
成
熟
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
両
親
の
家
に
お
け
る
不
利
な

関
係
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
人
格
の
形
成
に
つ
い
て
悪
し
き
影
響
を
与
え
た
と
認

定
さ
れ
た
場
合
が
多
く
、
一
〇
〇
例
に
お
い
て
そ
れ
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
両

親
の
状
況
の
中
に
、
教
育
的
に
全
く
不
利
な
関
係
が
あ
れ
ば
成
熟
性
に
支
障
を

き
た
し
た
と
認
定
さ
れ
、
少
年
刑
法
が
原
則
と
L
て
適
用
さ
れ
る
。
又
、
戦
争

中
、
戦
後
の
不
利
な
影
響
に
言
及
し
た
も
の
は
六
四
例
あ
る
。

　
判
決
理
由
中
で
、
少
年
刑
に
価
す
る
も
の
と
し
て
成
熟
障
害
の
原
因
と
さ
れ

た
学
校
・
職
場
に
お
け
る
不
利
な
状
況
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
三
、
三
八
例
あ
る
。

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
友
人
に
少
年
性
の
認
め
ら
れ
る
場
合
、
当
該
年
長
少
年
に
未
成
熟
さ
を
認
め

る
場
合
が
あ
り
、
一
九
例
に
お
い
て
そ
れ
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
・
ー
マ
ー
の
調
査
し
た
二
八
八
例
の
う
ち
、
少
年
刑
法
の
適
用
さ
れ

た
の
は
二
四
四
例
で
あ
つ
て
、
八
五
％
が
何
等
か
の
理
由
で
「
未
成
熟
性
」
を

認
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
．
そ
こ
で
、
八
五
％
以
上
少
年
刑
法
適
用
率
の
あ
る

も
の
を
見
る
と
、
一
八
歳
の
少
年
（
九
八
・
二
％
）
、
一
九
歳
の
少
年
（
八
九
・

四
％
）
、
肉
体
的
に
成
長
の
遅
れ
て
い
る
者
（
一
〇
〇
％
）
、
身
体
障
害
・
病
歴

者
（
九
六
・
四
％
）
、
小
学
校
の
成
績
良
好
の
生
徒
（
九
四
・
一
％
）
、
数
回
転

校
し
た
生
徒
（
八
九
・
五
％
～
九
三
・
三
％
）
、
未
熟
練
工
（
八
五
・
八
％
）
、

徒
弟
（
九
三
・
三
％
）
、
両
親
の
家
に
住
む
少
年
（
八
八
・
四
％
）
、
父
親
の
な

い
少
年
（
九
一
・
八
％
）
、
私
生
児
（
九
二
・
九
％
）
、
教
育
的
に
問
題
の
あ
る

両
親
の
家
に
住
む
少
年
（
八
六
・
四
％
）
、
精
神
病
質
・
精
神
薄
弱
（
八
八
・

九
％
）
等
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
少
年
刑
法
の
適
用
率
が
八
五
％
を
割
る
事
例
と
し
て
は
、

一
九
歳
六
ヵ
月
の
少
年
（
八
三
・
三
％
）
、
二
〇
歳
の
少
年
（
六
六
・
三
％
）
、

学
校
教
育
を
病
気
・
戦
争
で
充
分
に
受
け
ら
れ
な
か
つ
た
生
徒
（
七
四
・
五

％
）
．
熟
練
工
（
八
一
・
一
％
）
、
独
立
し
た
少
年
（
六
七
・
四
％
）
、
前
科
の
あ

る
少
年
（
七
五
・
四
％
）
、
両
親
の
な
い
子
、
母
親
の
な
い
子
（
六
一
・
五
％
）
、

両
親
離
婚
・
別
居
（
八
○
％
）
等
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
な
点
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
か
つ
て
一
九
五
四
年
マ
ー
ル

ブ
ル
ク
に
お
け
る
少
年
精
神
病
学
会
で
つ
く
ら
れ
た
「
少
年
性
」
と
「
成
年
性
」

に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
「
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
基
準
」
（
宮
沢
・
前
出
家
裁
月
報
一
七

巻
五
号
三
一
頁
参
照
）
も
、
年
長
少
年
の
環
境
条
件
・
素
質
が
ど
の
程
度
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
　
（
一
二
九
九
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

人
格
の
発
展
に
影
響
す
る
か
を
個
別
的
に
吟
味
す
る
仕
事
か
ら
裁
判
官
を
解
放

す
る
の
に
役
立
つ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　
犯
罪
行
為
の
種
類
、
特
に
そ
の
重
大
さ
が
年
長
少
年
の
成
熟
性
判
断
に
い
か

な
る
影
響
を
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
．

ア
イ
ク
マ
イ
ヤ
ー
の
調
査
と
は
異
な
り
、
ロ
ー
マ
ー
の
資
料
で
は
殆
ん
ど
影
響

が
な
い
と
い
う
結
果
に
な
つ
て
い
る
。
財
産
犯
（
八
六
・
七
％
）
、
国
家
・
公

共
犯
（
八
一
・
八
％
）
、
人
身
犯
（
八
○
％
）
が
少
年
刑
法
の
適
用
を
受
け
て

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
通
り
、
こ
の
三
者
の
間
に
は
何
等
根
本
的
な
相
違

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
特
に
重
窃
盗
（
九
〇
％
）
と
自
動
車
窃
盗

（
九
三
・
八
％
）
で
は
少
年
性
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
特
に
多
く
、
詐
欺
（
五
七
・

一
％
）
、
貯
物
（
六
二
・
五
％
）
、
強
盗
（
六
八
・
二
％
）
に
は
少
年
刑
法
の
適

用
は
目
立
つ
て
少
な
い
。

　
犯
罪
行
為
が
少
年
刑
法
の
適
用
に
つ
い
て
判
断
基
準
と
な
る
の
は
、
当
該
年

長
少
年
の
生
育
過
程
も
、
そ
の
人
格
像
或
い
は
そ
の
発
育
遅
滞
か
ら
何
等
の
手

が
か
り
が
得
ら
れ
な
い
と
ぎ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
非
行
の
中
に
、
少
年
的

な
未
成
熟
さ
の
典
型
的
態
度
が
反
映
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
て
は
じ
め
て
犯
罪

行
為
は
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
る
の
で
あ
る
．

　
右
の
如
ぎ
経
験
的
な
研
究
に
立
脚
し
て
、
ロ
ー
マ
ー
が
提
出
す
る
少
年
裁
判

所
法
改
正
提
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
．
第
一
〇
五
条
第
一
項
第
一
号
は
裁
判
官

に
対
し
て
無
用
の
負
担
を
課
す
る
も
の
で
あ
り
、
成
熟
性
の
認
定
を
委
ね
る
な

ら
ぽ
事
件
に
対
す
る
裁
判
官
の
態
度
に
よ
つ
て
異
な
る
。
裁
判
所
の
所
在
地
に

よ
つ
て
少
年
法
の
適
用
率
を
異
に
す
る
と
い
う
指
摘
も
多
く
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
も
あ
り
、
速
か
に
こ
の
規
定
を
改
正
し
、
年
長
少
年
を
少
年
刑
法
に
原
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
　
（
コ
ニ
O
O
）

と
し
て
服
さ
し
め
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
成
熟
性
の
調

査
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。
少
年
刑
法
の
適
用
を
原
則
と
す
る
場
合
に
、
事
件

に
よ
つ
て
個
別
的
に
成
人
刑
法
の
適
用
の
必
要
の
有
無
を
吟
味
す
る
よ
う
な
規

定
を
つ
く
れ
ば
よ
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
当
該
少
年
と
そ
の
行
為
を

検
討
し
、
行
為
が
い
か
な
る
処
遇
に
価
す
る
か
、
少
年
に
対
す
る
行
刑
は
少
年

行
刑
で
充
分
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

行
為
の
時
に
「
少
年
と
同
視
す
べ
き
未
成
熟
さ
が
認
め
ら
れ
る
か
」
と
い
つ
た

問
題
の
判
断
よ
り
は
、
は
る
か
に
容
易
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
〇
五
条
第
一
項
第
二
号
に
つ
い
て
は
、
年
長
少
年
の
行
為
を
判
断
す
る

に
当
つ
て
何
が
典
型
的
な
少
年
非
行
か
に
つ
い
て
の
解
釈
は
一
項
と
同
様
に
困

難
で
あ
り
、
判
例
も
分
か
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
少
年
刑
法
を
適
用
す
る
に
際

し
て
第
二
号
に
よ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
。
年
長
少
年
を
第
一
号
に
つ
い
て
提

案
さ
れ
た
よ
う
に
規
定
す
れ
ば
、
当
然
に
吸
収
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
要
す
る
に
、
戦
後
の
混
乱
が
残
つ
て
い
た
頃
の
妥
協
の
所
産
に
す
ぎ
な
い
本

条
に
は
、
頭
初
か
ら
幾
多
の
矛
盾
が
内
包
さ
れ
て
い
た
。
今
こ
そ
、
こ
れ
を
す

つ
き
り
し
た
も
の
に
改
め
る
べ
ぎ
で
あ
る
、
と
ロ
！
マ
！
も
言
う
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
聯
邦
の
法
律
を
改
正
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
事
件

で
あ
る
。
ア
イ
ク
マ
イ
ヤ
ー
も
ロ
ー
マ
ー
も
そ
の
研
究
は
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ウ

ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
実
務
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ

ン
州
で
は
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
の
シ
ャ
フ
ス
タ
イ
ソ
教
授
が
、
シ
ュ
レ
ズ
ウ
ィ

ッ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
で
は
キ
ー
ル
大
学
の
イ
ル
ヒ
マ
ン
・
ク
リ
ス
ト
教

授
が
大
体
同
様
の
見
解
を
も
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
バ
イ
エ
ル

ン
州
な
ど
の
保
守
的
な
地
方
が
同
様
の
立
場
を
と
る
か
ど
う
か
間
題
で
あ
ろ



う
。
し
か
し
、
少
年
法
と
少
年
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
西
独
の
学
界
、
実

務
界
の
多
く
の
人
々
は
こ
の
両
著
に
よ
つ
て
大
い
に
力
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ

ろ
う
し
、
こ
れ
ら
を
歓
迎
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
一
九
六
一
年
の
少
年
裁
判
所
法
改
正
に
関
す
る
覚
え
書
の
立
場
に
、
又
一
つ

の
支
持
者
が
増
え
た
こ
と
に
な
る
．
そ
の
意
味
で
も
、
本
書
の
価
値
は
大
き
い

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
五
、
さ
き
に
、
ア
イ
ク
マ
イ
ヤ
ー
の
研
究
が
発
表
さ
れ
、
今
ま
た
ロ
ー
マ
ー
の

詳
細
な
検
討
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
西
独
の
少
年
裁
判
所
法
に
お
け

る
「
年
長
少
年
法
制
」
は
殆
ん
ど
決
定
的
な
打
撃
を
う
け
た
と
い
つ
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
少
年
法
制
の
維
持
、
発
展
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い

る
「
少
年
裁
判
所
・
少
年
審
判
補
助
機
関
連
合
」
の
少
年
法
改
正
の
た
め
の
覚

え
書
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
改
正
提
案
を
強
く
う
ち
出
し
て
い
る
。
私
に
は
、
西
独

の
少
年
法
制
、
殊
に
年
長
少
年
法
制
の
改
正
の
動
向
は
も
は
や
決
ま
つ
た
と
思

わ
れ
る
。
此
の
段
階
で
は
、
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
す
で
に
以
前
か
ら
論
じ

ら
れ
、
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
き
た
方
向
、
つ
ま
り
、
年
長
少
年

を
少
年
と
し
て
取
り
扱
う
と
い
う
規
定
方
法
へ
と
改
め
る
以
外
に
方
法
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。
理
想
を
言
え
ば
年
長
少
年
に
関
す
る
特
別
な
「
若
年
者
刑
法
」

を
創
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
さ
し
当
つ
て
は
現
在
の
規
定
の
あ
り
方
と
は
逆
の

立
て
前
を
と
る
こ
と
か
ら
手
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
少
年
法
の
改
正
問
題
は
諸
多
の
複
雑
な
要
因
を
内
包
し
て
居
り
、
我
が
国
に

固
有
な
事
象
と
し
て
の
面
も
あ
れ
ば
、
第
二
次
大
戦
後
の
全
世
界
に
共
通
す
る

社
会
問
題
と
し
て
の
面
も
あ
る
。
少
年
法
制
の
在
り
方
を
検
討
し
よ
う
と
す
る

者
が
、
単
に
国
内
の
少
年
非
行
の
趨
勢
を
追
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
外
国
の
現
実

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

と
法
改
正
の
動
き
に
も
注
意
を
払
う
の
は
、
理
由
な
し
と
し
な
い
。

　
そ
の
こ
と
自
体
は
大
へ
ん
結
構
な
こ
と
で
あ
る
が
、
た
だ
外
国
法
制
を
検
討

す
る
に
当
つ
て
外
国
の
現
行
法
規
定
の
文
言
に
と
ら
わ
れ
て
外
国
法
制
を
検
討

し
て
い
る
の
で
は
、
ま
こ
と
に
中
途
半
端
な
、
む
し
ろ
危
険
な
結
論
を
導
く
お

そ
れ
が
あ
る
。
法
律
は
そ
の
殆
ん
ど
の
場
合
、
対
立
し
た
考
え
方
の
間
の
妥
協

の
所
産
で
あ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
施
行
と
同
時
に
実
務
上
、
理
論
上
、
幾
多

の
批
判
が
加
え
ら
れ
、
法
改
正
の
動
き
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
外
国

法
制
を
紹
介
し
た
り
、
そ
れ
を
自
国
の
法
制
に
と
り
入
れ
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
そ
の
底
流
に
ま
で
慎
重
な
調
査
研
究
を
行
な
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
殊

に
、
年
長
少
年
法
制
に
つ
い
て
は
少
年
法
の
理
念
を
支
持
す
る
者
と
、
そ
れ
を

犠
牲
に
し
て
で
も
社
会
防
衛
に
重
点
を
置
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
者
と
の
間
に

は
げ
し
い
争
い
が
あ
る
。
ま
し
て
や
、
社
会
が
ま
だ
混
乱
の
跡
を
残
し
て
い
た

と
き
に
支
持
さ
れ
た
考
え
方
の
所
産
で
あ
れ
ば
、
時
代
を
経
る
こ
と
に
よ
つ
て

次
第
に
鋭
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。
従
つ
て
、
現

行
法
規
定
の
実
効
性
、
特
に
．
刑
事
政
策
的
に
み
て
所
期
の
使
命
を
充
分
は
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
討
を
通
じ
て
、
改
正
の
要
否
に
つ
い
て
の
議
論
を
深

く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
種
の
詳
細
な
研
究
を
知
り
、
か
つ
納
得
し
た

う
え
で
は
じ
め
て
、
当
該
の
法
制
を
我
が
法
制
の
改
正
に
範
型
と
し
て
利
用
す

る
か
否
か
を
決
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
こ
ち
ら
が
他
国
の
現

行
法
制
に
あ
わ
せ
て
法
改
正
を
実
施
し
た
頃
に
、
そ
の
国
の
法
制
が
．
当
方
の

旧
法
制
、
つ
ま
り
、
範
型
を
求
め
て
捨
て
て
省
み
な
い
か
つ
て
の
法
制
と
同
じ

方
向
の
も
の
を
実
現
す
る
と
い
つ
た
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
年
長
少
年
法
制

に
関
し
て
は
、
我
が
現
行
法
制
の
方
が
立
前
と
し
て
は
、
西
独
の
そ
れ
よ
り
も
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紹
介
と
批
評

す
ぐ
れ
て
居
り
、
西
独
法
制
の
方
が
我
が
現
行
法
の
在
り
方
に
近
い
も
の
を
改

正
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
私
は
か
ね
て
か
ら
指
摘
し
つ
づ
け
て

い
る
の
で
あ
る
。
西
独
の
現
行
年
長
少
年
法
制
を
一
つ
の
範
型
と
し
た
と
思
わ

れ
る
今
般
の
「
青
少
年
法
改
正
構
想
」
は
、
私
の
立
場
か
ら
見
る
と
時
流
に
逆

行
し
て
居
り
、
そ
の
改
正
案
は
比
較
法
的
知
見
と
い
う
に
は
余
り
に
も
貧
困
な

外
国
法
制
に
つ
い
て
の
知
識
の
所
産
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
書
は
こ
の
よ
う
な
不
足
し
た
知
識
を
補
う
た
め
の
一
つ
の
よ
い
資
料
で
あ

り
、
巻
頭
に
あ
る
文
献
欄
に
大
体
必
要
な
資
料
が
掲
げ
て
あ
る
か
ら
、
そ
の
程

度
の
蒙
を
啓
く
に
は
適
切
な
研
究
書
と
い
つ
て
よ
い
。

　
そ
れ
で
は
、
本
書
は
現
在
の
わ
が
国
の
家
裁
の
在
り
方
に
何
を
教
え
る
か
。

そ
れ
は
、
内
容
の
紹
介
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
年
長
少
年
の
非
行
に
対
し
て
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
制
裁
が
き
び
し
く
課
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
我
々
は

読
み
と
る
。
年
長
少
年
に
対
し
て
、
最
も
多
用
さ
れ
る
制
裁
が
「
少
年
刑
」
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々
の
少
年
法
の
運
用
の
現
実
に
対
し
て
教
訓
を
感
じ
と
る

必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
西
独
の
少
年
法
制
を
担
当
す
る
人
達
は
、
少
年
刑

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
少
年
法
上
の
処
分
を
決
し
て
軽
い
も
の
と
は
考
え
て

い
な
い
。
懲
戒
処
分
で
あ
る
少
年
拘
禁
は
、
場
合
に
よ
つ
て
は
少
年
刑
よ
り
も

厳
し
い
処
遇
内
容
を
も
つ
て
い
る
と
私
は
思
う
。
こ
の
意
味
で
、
少
年
に
対
す

る
処
分
の
ふ
り
分
け
を
決
定
す
る
家
裁
は
勇
気
を
も
つ
て
適
切
な
ふ
り
分
け
を

す
べ
き
で
あ
り
、
保
護
処
分
を
選
択
す
る
場
合
に
も
施
設
処
遇
を
回
避
す
べ
き

で
は
な
い
．
勿
論
、
家
裁
が
最
も
効
果
的
な
処
方
箋
を
か
く
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
現
在
の
処
遇
施
設
の
整
備
と
併
せ
て
、
そ
の
多
様
化
を
実
現
す
る
こ
と
こ

そ
急
務
で
あ
る
と
思
う
。
又
．
地
方
裁
判
所
が
刑
事
処
分
を
申
し
渡
す
に
当
つ
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て
、
「
施
設
処
遇
よ
り
も
執
行
猶
予
」
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
5
な
少
年

刑
務
所
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
少
年
刑
務
所
の
充
実
．
並
び
に
保
護
観
察
の

充
実
も
充
分
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
正
し
い
・
適
切
な
処
遇
を
実
現
す
る
た
め
に
家

裁
の
裁
判
官
は
勇
気
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
ま
た
彼
等
が
安

ん
じ
て
執
行
機
関
に
少
年
を
委
ね
る
気
に
な
つ
て
適
切
な
処
分
を
選
択
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
処
遇
面
の
充
実
が
は
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
意
味
で
、
国
力
の
充
実
に
伴
っ
て
、
少
年
処
遇
に
力
を
入
れ
て
い
る
西

独
の
現
実
を
見
つ
め
る
こ
と
は
、
大
へ
ん
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
．

　
少
年
法
制
の
在
り
方
に
関
心
を
も
つ
方
面
は
、
本
書
に
よ
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

関
心
を
充
分
満
た
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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一
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六
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九
・
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